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並びに運命に関する研究

(2) 脳内に投与されに場合

柳井 日夫
大阪大学微生物病研究所寄生虫原虫学部（部長 森下薫教授）
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特別掲 i民

はじ め に

従来，千11:の異1ifrメは組織1J~ に侵入した胴虫卵の運命

~＇；に｜刻する報告は比較的少く，しかも，諸家により，異

なった見解がもたれている。そ乙てとの問題をハッキリ

させるとめ，著者は系統的な実験的観祭を企て々。前報

においては，マウスの版腔内に，各種畑虫卵を注入した

場合について，とれら異I好における虫卵の態度や運命，

及び， 1~11:の反応等について観祭し，と結果を述べたが，

今凹は，第2幸Iiiとしてマウスの脳に各種姻虫卵を注入し

て観察しと所見につい℃報告するとととする。

蜘j必虫が屡々異所組織内に迷入し， 11寺に脳等へも侵入

するととがあるということは，すでによく知られた所で

あるが，慌（1959）は文献上迷入1,398例を牙類して，

その30例が頭部に迷入し，う：； 2例が脳〈側脳室， トノレ

己鞍〉に侵入していたと述べている。

脳が人休における最も枢要な器官てあり，とういう部

位に侵入した師l虫による傷告の顕著なととは，当然てあ

るとしても，そζて当然産卵された虫卵自体が如何なる

態度をとるかの問題にも大きな関心がもたれる。

近来， l~V.床的にも，寄生蝦虫卵迷入と脳との関係がと

ムに注日されつつある。肺吸虫の成虫と，その卵，及プメ

II 本住血吸虫卵によっておとる脳の病変は，かなり以前j

より屡々論ぜられたが，近年診断法の進歩と，脳外科介

”の発注；こ伴い，これらの摘発制度は増加する傾向にあ

る。メモの手術材料から種々の病理解剖的知見や統言｜的

観察す；が報汗されるようになった。

TOMIO YANAI : Studies on the behaviour and fate 

of various ascarid eggs placed outside intestine of 

host (2) Experiment with eggs placed in the brain 

of mouse (Department of Parasitology, Research 

Instilule for Microbial Diseases, Osaka University) 

従来からの部剖例，及び最近の手術材料ーからの統計的

観察ては， ζれら脳病変部から母虫が見だされることは

側めて少し病変部には虫卵のみが認められるζ とが多

い。細川（1957）の脳肺吸虫症の手術例及び文献上 105

例の統計的観察ても，脳に虫体の見山されたものは，倍

々5例に過ぎず，光野（1955）も亦脳日本住血吸虫症に

ついて現在迄の内外の多数の報告例のうち，脳内に虫体

の発見されたものは皆無であると記している。

一方， ζの様な両種の卵による脳の病理的所見につい

て，考えねばならぬととは，光野 も指摘しているよう

に，一応所謂毒素を山すと考えられる日本住血吸虫卵に

よる組織病変と，それ程でもないと考えられる肺吸虫卵

によるそれとが，種々の面において，極めて附似して

おり，一見同じものとして誤診され易いということで占

る。

乙のように，脳における寄生虫卵による病変が，ヰiに病

理方面の興味にのみにと三まらず，臨床的にも屡々論じ

られてくるようになると，かかる場所におかれた胴虫卵

が，他の寄生虫卵との関辿性においても，如何なる態！え

をとるかというととに興味がもたれる。叉著者が前報に

おいて，観祭したように，実験的にマウスの腹腔内にi注

入した畑虫卵は， ll寺に脳等へも侵入するが，とのような

ζ とは臨床的にも叉有りnるととかも知れない。
特に非固有宿主であるマウスの脳にrtljilj虫卵を投与し

て，その組織学的所見を追究するととは，たよかかる部

イ'ftにおける畑虫卵の運命等を組織学的に追究すると云ろ

だけでなく，他の寄生虫卵によっておとる脳の組織病変

を間接的に類推する基礎資料を提供するものとしても忠

義があると思われる。

ここにおいて，著者は，マウスの脳に豚，犬，馬等各

種胴虫卵を投与して，先づ生鮮材料から，第一報と同様
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：こ，マウス体内における虫卵の移行の事実と，虫卵の発

育並びに運命等について検索し，更にζれと並行して，

脳の連続組織切片原本を作製し，乙れらの詳細について

観察すると共に，上記のような観点から胴虫卵によって

おこる脳の組織病変について検討するとととした。

実験材料及び方法

虫卵材料及び実験動物は，大体第一報と同様である。

すなわち，実験動物にはマウスを用い，虫卵材料は同様

？と，豚，犬，馬等各種刺虫の受精単細胞期卵をあらかじ

め脱蛋白脱したものを，生理食塩水 0.lcc中に約3,000

ケ浮泣寄せしめて調製した。

とれらの濃厚な畑虫卵浮瀞液をマウスの右眼廿より 3

～4mm後上方の一定部位から，脳内に注入するのであ

るが，これが毎常大体脳実質の一定部位に入り得るやう

に1I3注射針を 2.5mmの長さに切り取り，尖端を鈍にし
て，著者はあらかじめ，マウスの屍体について習熟し

た。注射呈はと記虫卵浮瀞液を0.03～0.05ccすなわ：；，

1,000～1,500ケ見当てある。

検査方法は，Cのようにして右側大脳の脳実質中に注

入された虫卵を追って，時間的に観察するのであるが，

脳は実質臓訴てあり，叉色調も姻虫卵と類似するので，

〔寄生虫学雑誌 ・第 8巻 ・第 5号

蜘妹膜下腔におけるもの以外は，腹腔内の場合P慌：二．

大体を強拡大ルーペによって観察するととは出来－＞；：い。

そζて脳内の虫卵は，もつはら第l報に記載しd三様な圧

平標木により検査し，次いて細部にわ，そっては辿続組識

切片標木を作製して倹点した。

先づ撲殺したマウスの頭部の表皮及び頭蓋骨を求I]脱し

て脳に達し，脳表面及ひ令附近の蜘妹膜下腔を観訴し之

後，出来るだけ細部にわたって解剖学的部位をたしかめ

乍ら脳組織の一部を生材料のまま摘出し，二枚の載せ

ガラスに上り圧平して，日常孜々が検使aて、行なう lとうな

方法て顕微鏡下に虫卵を検索するのであるO とのように

して，逐次脳全体に及んで検査した後，頭蓋底の1由I昧膜
下腔を強拡大ルーペズは解剖顕微鏡‘こよって観出する。

次に，更に頭蓋腔以外の頚部，胸部，服部等の主とし

て軟組織を同様に摘出し，圧平して検査し，更に肺臓，

肝臓等の内臓諸j臓器に迄及び，殆んどマウスの全体にわ

たって検索する。特に頚部ては，虫卵の見山される部位

を特に注志して観察した。

叉一方脳内の虫卵の細部についてよ，それとは別悶に

述続組織切片標本を作製して，病理組織学的観察を行っ

た。すなわち，脳を脊髄上部載域の部て切断し，ホルマ

リン固定後全体を夫々水平断固，及び前傾断面み 2方向

第 l表豚畑虫単細胞期生卵

虫←行部卵一位ー白移及でび一発育、一一例一数 日一時一一 24時間
48時間 72時間 5日 7日 8日 12日 15日 22日40日

行部位及 一一一 1 2 3 1 2 3 1 2 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1 

＋＋＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋州＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋＋ ＋ 

頭脳左側大脳 十件＋＋ ＋＋州＋ ＋＋＋＋ 件 付 ＋＋  ＋＋＋ ＋ 件 ＋ ＋ 

竺員tエ 脳核 脳幹部 ＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋ 十＋＋＋ ＋＋  ＋＋  ＋ ＋ ＋ ＋ 

内 脊悩部 一＋＋ ＋＋＋ー ＋ー 一＋ 一＋ ＋ー ＋ 

頭蓋底の蜘昧膜下睦 -++ ++ ＋＋＋＋ ++ ++ ＋十十件 ＋＋＋ ＋＋＋ Ht ＋ ＋＋ 

（咽頭附近 ー＋ー 一一一 一＋ ＋＋＋ ＋一 ＋一

頚即日υ 深部 日侯頭・気管軟骨附近 一＋一 一一＋ 一＋ ＋＋ー ＋ー ＋＋ー ＋ 

頭 ~ i長部 前頭部 ・後頭部 一＋ー 一一一 ＋＋  ＋ー
肢 筋 一一一 一一一 一＋

筋 一一一 ＋一一 ＋ 

腔他腹 筋 一一一 一一一 一＋

寸て 肢 筋 一一一 一一一

タト 肺 臓 一一一 ＋一一
臓！

臓 一一一 ＋＋一一唱m止 月子

、そ の 他 一一一 ＋一一

発育程度（細胞数） 1 1～2 2～4 2～4 2～4 2～4 2～8 8 8～16 16 

c 128) 
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虫卵の移
行部位及び発育

ー」ー一－－

( ' f注射局所
頭 ｜右側大脳i｜ lそのイ也
葦脳 ｛左側大脳

陸 ｜脳核 脳幹部

内 l脊髄部

頭蓋底の蜘抹膜下腔

＋－  

＋ー＋ー
一
＋
一
一

十

件

＋

＋

＋一

( (P肉頭附近 一一
頚！？架部1
部〈 l喉頭・気管軟骨附近一一

頭 L浅部 前頭部 ・後頚部 ＋ー

f上肢筋
蓋そ j胸 筋
の L

腔他）腹 筋

（下肢筋

外（肺臓

警月子 臓

［その他

16 

cc 以上注射すると，挺死するものが多，

く，そこで少くとも目時間以上生存し

得たもののみについて検査し，成績と

した。

虫卵発育過程判定の基準は， Brown,

伏見の方法によった，即ち単細胞期，

初期桑実期，後期桑：定期，朗自ごl其！］，運

動仔虫期の 5J明に好け，とれに変性卵

を加えて表現した。

本論文の表中， 十件は畑虫卵全視野数

百個， ＋＋は数十個，及び十数個，＋は

数個を芯味する。

16 

朴

H

H
＋

＋
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日時 24時間 48時間 72時間 6日 8日

1 2 1 1 1 1 

8～16 

H
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＋
 

8～16 

朴
川
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村
＋
川
竹

8 

馬虫回虫単細胞期生卵

て＼＼

虫卵の移＼ 例数

行部位及び発育 」一 一～～～

r i注射局所
｜右側大脳｛I lその他

頭附 j左側大脳

霊山1断 脳幹部

内 l脊髄部
頭蓋底の蜘味膜下陸

2～4 

第 3 表

件

付

＋

A
H
H
＋

＋

件

H
H廿
件

度（細胞数）程育発

＋＋ 

頭
蓋
陸
外

＋ ＋ 

＋ 

( p肉頭 ・喉頭 ・気管附近
頚部〈 ト

lその他の軟組織

胸筋部 ・腹筋部

四肢筋部

内臓諾臓器

生鮮材料による観娯を，豚畑虫rji納・

胞期生卵18例，犬Blliil虫「詳細胞J羽生卯16

例，店畑虫「Ji細胞期生卵 6例，合計40

例について実験して，その成総を第1～3表：こ示した。

叉乙の実験と併行して，別伺に豚畑虫「11細胞j明生卵を

注入した脳の辿続組織切片標木から， 24時間日， 48時間

El, 72時間n, 5日目， 12日日， 45日日と時間的に水平
断面，前額断商の 2 方向からその組織学酌観＇~i宅行いc

実験成績

イ子虫

50 

イ子虫

40 

イ子虫

2 

8～桑。4～8 

0 

度

(%) 

発育程

仔虫形成率

から，砲の如く述続組織切片標本を作り， HF染色（ヘ

マトキシリン ・エオジン〉，ギムザ染色をほどとし，検査

した。尚とれは生鮮材料と同様に時間的に計 14例， 約

8,500枚の標本について行ったものである。

マウスの頭蓋腔内にこの様な波厚な畑虫卵浮世摩液0.05

く129)
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をの所見について記載した。

尚乙の生鮮材料から？うた成績ではとれら各種胴虫卵相

互の聞には，第一報と同様の一つ傾向と共通点があり，

とれらを全体としても一応成献として纏め得ることか

ら，先づ豚胴虫単細胞期生卵の成績について述べ，その

f也の場合は，とれと比較してた三特徴だけを記載すると
とにした。

ム． 生鮮材料による観察

I.豚畑虫単細胞｝羽生卵
~.J時間口

マウスの右側脳夕卜套表面には，注射部位に一政して小

・rn血斑がある。 ζの出血は，注射局所だけでなく，屡々
台悩半球全面にわたって点状に散了Eしている。

脳実質を部牙的に逐次摘出し，圧平して検査すると，

注射局所の出血巣には常に多数の馴虫卵を認める。内虫

卵は之三との部牙だけでなく ，右側脳半球の殆んど総べ

ての部分から証明し，更に又，全例共反対側の左脳半球

からも汎く多数の畑虫卵を証明した。叉深部の脳核，問

脳，及び脳幹部にも見られ，1例には脊髄にも認められ

た。尚民球に迄証明したが，小脳には l例も認められな

かっ々 。

頭蓋腔内の蜘妹膜下腔を広く精査すると注射部位の出

由斑附近には小数の虫卵のかたまりがあるが，一般に脳

夕卜套を覆う広い蜘妹膜下腔には，虫卵のかたまりを認め

るζ とは少い。とれに反し頭蓋底の蜘妹膜下腔どは，2 

例；こ多数の虫卵が集族している。飾板から鞍部を覆う脳

膜披襲上に多い。

叉更に虫卵は頭蓋腔内だけでなく，1例には頚部軟組

織中にも証明した。これは深部のI！侯頭及び気管軟骨附近

の軟組織中に10数ケ小集団をなして見られ，叉尚後頚部

（項部〉の筋肉中にも数ケが認められた。

ての他の軟組織，即ち胸筋，腹筋，四肢筋部等も問機

に検査したが虫卵は認められなかった。叉肺臓，肝臓

等の臓器中にも虫卵は認められない。

生標本では，虫卵及びその集問周囲は，脳及び頚部共

に注射による出血以外は，顕微鏡下に特別の病的反応は

5忍められない。

虫卵は未だ全部単細胞期卵てある0

48時間目。

脳実質の圧平標木てね：，3例共24時間目と同様に，虫

卵は右側脳半球の各部位から見出だされたのみでなく ，

左側脳半球，脳核，脳幹部等から汎く見出され，叉2例

には胸髄にも認められた。

〔寄生虫学雑誌 ・第 8啓二 ・第 5号

l肖頭蓋タトて、は， 頚部軟組織に 1 例， ~JfJに深部の気竹

軟骨附近から小数の虫卵を認めたが， 1也の例にほ頚部か

らは見出だされなかった。併し 1.例は胸部間肉中：ニ見山

し， との例ては， その他肺臓， 肝臓等の内臓臓器ij1か

らも，更に腹腔（版脱〉からも名数の虫卵を認め之。殊

にその肺臓は高度に充血して暗紅色を呈し，圧平標本て

片肺から10数ケの虫卵を検出しえ。での切片標木は，全

体に高度の細胞浸潤をともなう急性肺炎像を示し，特に

虫卵周聞は強い細胞反・潤を示している。

乙のI時期の虫卵は，まだ殆んど単納胞期卵てあるが，

早いものは2細胞に分裂しているつ

72時間日

24時間円， 48時間目と同様：こ脳の各部位，及び頭蓋店

内面の脳膜敏襲に多数の刺虫卵を認め，更に一部は頚部

軟組織中にも移行している。ヌ 1例は腹筋部にも認めら

れた。

一般に，頚部のものは喉頭及び久i(i；軟骨に沿って見出

だされるととが多い。喉頭及び気管軟骨を，食道及びそ

の周閉軟組織と共に，注意して摘出し，圧平して鏡検す

ると，虫卵は深部の頚筋束聞や，頚動静脈や神経等の附

近の緊政組織の巾に，数ケ～10数ケかたまり，叉は l

ケのみ遊離して存在する慌てある。時には，とれらの筋

束に沿って数咋状に池らなワていることもある。叉史

に舌根部から， H悶頭附近等：こも認められ，叉その他の1lli

頚部，項部，暇寓部等からも同様にして虫卵を証明し得

た。

虫卵は，単細胞期卵及び2～4細胞期卵のものが見ら

れる。

5日口

虫卵は同様に脳の各部位，頭蓋底内面の脳膜敏援及び

頚部軟組織中に見出だされるが， 1例には相当数のもの

が頚部に移行している。

乙の例ては，H因頭附近に10数ケ，喉頭及び気管軟骨附

近の軟組織中に数10ケ，その他の前頚部に数ケ，叉後頚

部にも数ケの虫卵を発見した。併しその他の胸筋や腹筋

等の軟組織，及び内臓臓器等には虫卵を認めなかった。

頚部軟組織中の虫卵集団の周囲には，鏡下にやや黒ず

んだ，知粒状物が山現し，不明瞭な限界を示している。

叉脳組織中の虫卵附近にも，との様な不明瞭像が見られ

るものがある。

7～8日目

実験例4例共，注入した虫卵の大部升は，脳の各部位

及び頭蓋底内面の脳膜敏袋中：ニ認められ，2例は同様の
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頚部軟組織中に認められた。

生鮮脳組織を庄平した虫卵筑間のまわりは，普通は多

少の濃淡のある半透明白色の脳組織のみであり，何らの

反応物も見るととが出来ない。併しとの頃になると虫卵

集団のまわりには，暗灰色不透明の部牙が出現している

ととが屡々であり，叉細い毛様血竹が比較的著明に認め

られるととがある。叉頚部軟組織の虫卵集問にも屡々同

様な，不明瞭店l粒が出現している。

この伎な虫卵集団内の虫卵には，生存して種々の生理

的発育過程にある虫卵が大部介であるがその他に種々の

程度の変性卵も比較的顕著に出現してくる。 ftlJち，未疋

単細胞のままのもの， 2～4細胞に発育している畑虫卵

等の中に卵細胞に大小のm粒や空胞状物が出現し，卵全
体が混濁して透明化し，卵殻も変形して，卵内容が萎

縮，崩壊していく様な虫卵が相当数認められる。

12～15日日

脳内の各部位，及び頭蓋底には尚相当数の姻虫卵が認

められるが，頚部軟組織中には l例も虫卵を認め得なか

った。

12日自のものの頭蓋底内面の鞍部の脳膜上には粟粒大

の白斑があり，乙の中に多数の畑虫卵を含んでいる。

圧平標木において，脳実質内の虫卵集団をとりかこむ

暗灰色不透明に見える反応物はやや明瞭に認められ，虫

卵集団を限局するやうな応興状に見える。叉この附近の

毛細血管も新生増殖して，相当顕著に現われる。

虫卵の中には 8細胞に迄発育しているものもあるが，

種々の変性卵像も著明に用加し，叉全体として見出ださ

れる虫卵数の減少も目立つ様てある。

22日目

同様に脳の各部位，頭蓋底内面等に相当数の虫卵が認

められる。叉小数のものが頚部軟組織及び胸筋に迄認め

られ，尚横隔膜にも認められた。

脳髄内の虫卵周囲の暗灰色反応物は，との時期ては，

むしろ不明瞭であり，毛細血管の出現も著明てない。

虫卵は，単細胞， 2～8細胞，更に14～16細胞，即ち

初期桑笑期に迄発育したものも認められるが，叉種々の

変性卵も多く，中には崩壊し，著しく縮小した卵殻のみ

となり，ゃうやく卵形を示すやうな痕跡として認められ

るものも少くない。

40日目

虫卵は，た三右側脳半球の注射部位附近のみに認めら

れ，脳の他部位には認められず，頭蓋底内面の脳膜鍛

袋，及頭蓋タ卜の頚部その他の軟組織中にも認められな
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し、。

脳内の虫卵は， 2～8細胞，初期桑実朋に迄発百した

もの，及び種々の変性卵が多少認められるが，とれら虫

卵周囲の反応形成物は殆んどなく， 正常な脳物質であ

り，拡張した毛細血管も殆んど認めることが出来ないο

Il .犬刺虫単細胞期卵

マウスの右眼肯上の一定部位か己、犬姻虫単細胞期生

卵を問機に約1000～1500ケ脳内に注入して， 24111i＇問円，

48時間日， 72fl；］：間口，5日日， 6日目， 8日n,10日
目，15日目， 60日円と観察して第2表の様な所見を得

た。すなわち虫卵の移行部位や，卵の発育及び死滅等に

関する虫卵の運命については，豚阻虫卵の場合と殆んど

同僚である。

尚犬姻虫卵による脳内における病変；ま，圧平標本ては

版腔内に見られた様な可成り顕著な限局性傾向のある特

徴ある病変とし－て認めることは出来ず，不明瞭で，豚畑

虫卵の場合と判然と区別し得．ない様なものであった。

c 1）虫卵の移行部位について
24時間目以後における虫卵の移行部位は，豚鯛虫卵の

場合と殆んど同慌てある。すなわち，右側脳半球の注射

局所のみならず， 同側及び他側の両大脳全域，及び脳

核，問脳，脳幹部，及び脊髄等から汎く虫卵は見出ださ

れ，更に蜘!Jlま膜下肢ては，頭蓋底の脳膜敏襲上に多数の

虫卵が殆んど毎常見出だされた。更に叉，頭蓋タトても虫

卵は見出だされており， 24時間日ては後頚筋に小数認め

られたのみてあるが， 48時間日以後ては，咽頭，喉頭，

気管軟骨附近の頚部軟組織中，及び更に胸筋，腹筋，上

肢筋等の軟組織中から相当数が見出だされた。殊に6日

同， 8日自の各1例は脳組織内よりもむしろζれらの部

位により多く見出だされた。

(2）虫卵の発育について

上記の如何なる部位ても発育するが，啄姻虫卵の場合

よりも非常に早く， 24時間日に2～4細胞， 48時間自に

8細胞， 4日目には8細胞～初期桑実期lて迄発育してい

る。

脳組織においても，腹腔内と同様lこ犬姻虫単制）］包期卵

の発育は，初期桑実用迄て，それ以後の発行は遂に見る

ととが出来なかった。

(3）虫卵の運命について

生鮮脳組織の圧平標木で， 6日目， 8日目，のものの

虫卵集団のまわりには，暗灰色不透明の願粒状物が相当

顕著に現われ，附近の毛細血管も拡張，増殖して著明に

認められる。
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この中の虫卵θう＿？（こは，初期桑尖期迄の種々の生理

的発育過程にあるものが大部牙てあるが，叉相当数の種

々の変性卵も認める。すなわち，卵細胞に大小の;fll1粒や

空胞状物が出現して，色調も混濁し，或は透明化して，

中（二楕円形に変形するちのが現われ，豚姻虫卵の変性卵

と｜主別がつき難い。 8日日のものはζの様な変性卵が脳

組織だけでなく，頭蓋外の軟組織中にも相当多数に見山

された。

日時の経過と共：こ，全体として見出だされる虫卵数は

有明に減少し，変性卵が比較的増加する。 60日日のもの

は，脳組織にだけ，わづかに初期桑実期に迄発行した虫

卵と，小数の変性卵とを認めたが，他の部位には虫卵は

認。られなかった。

Ill.馬畑虫単細胞期卵

局胴虫単細胞期卵も同様に，マウスの右目艮肯上の一定

部位から系注1,000ケ脳内に注入して，24時間目，48時間

fl' 72時間目，6日目，8日日と観察して，その所見を

第3表；こ示した。とれら6例についての成績では頭蓋内

てI，虫卵は同様：二全例共，脳の各部位及び頭蓋底内面

θ脳脱敏襲上に認められるが，とのうち 2例に，頭蓋タ卜

の喉頭及び気管軟骨附近の頚部軟組織中に小数の虫卵が

認められた。

馬胴虫卵のマワスの脳内における発育は，腹腔内に兄

られた場合と同様に，72時間日に2%, 6日自に40%,

8日目に50%の割合に仔虫包蔵卵を完成している。叉卵

内の仔虫も72時間自のものは，粗大和粒状物によって充

たされ，まだ何らの排列を示さないが，6日目，8日口

と経つにしたがって，主主然たる排列を示す却！小野、粒とな

り，体の両端に透明な部牙が現われ，室温においても間

発な運動を示すに至る。脳内及び頭蓋腔内外の組織を圧

平標木等により検査したが，今迄の検索ては自ら脱殻し

Bnfビし得た仔虫を1例も認めることが出来なかった。

B.連続組織切片標木による観察

マワスの脳の切片標本ては，水平断面ても前額、断面て、

当，脳実質内の海馬足ゃ，脳核及び間脳附近には，種々

の腔隙が認められるが，とれは主として両側の側脳室，

第3脳室及び第4脳室等の腔｜嫌が，種々の断面て切られ

て現われたものであり，叉マウスの脳ては脳外套の半球

問裂が海馬に沿って深く切れ込み，叉脳底部から間脳や

脳幹のまわりを脳梁にむかつて軟膜腔が迂回して入りこ

んでおり，これらが組織固定等の人工的操作による，脳

組織の萎縮？とともなってー屑目立って見えるのである。

記載の都合上，後者の脳室以外の断固に現われる軟膜

〔寄生虫学雑誌第 ・8巻 ・第 5号

に固まれた腔｜操を，以後脳実質軟膜間腔，略して「脳実

質問腔」と呼ぶことにする。

マウスの右側脳実質へ，豚胴虫単細胞朋卵を注入し

て，連続組織切片標本により観察すると，いずれの場合

にも，これらいずれかの腔隙に多数の胴虫卵を認める。

すなわち，右側脳実質に注入された虫卵に，乙れらの脳

室及び脳失．質問腔にその多数が移行して認められるので

ある。

尚今回の観察ては，HE染色及びギムザ染色のみにつ

いて，組織学的所見を検討するのであるから，反応中の

グリア細胞と間旺葉性細胞との確然たるlo6:別の不可能な

場合もあるととを予め断って置く。

24時間口

右側脳実質には，注射部位に多数の胴虫卵を入れる出

血巣と，注射による破壊組織欠損部がある。との出血及

び多数の畑虫卵は脳実質のみならず右（P.U脳室にも及んて

おり，尚更に左側脳室に迄達している。

脳実質中の崩壊部牙には，欠損部を中I[tこ，多量の出

血と著明な線維素の析出があり，脳組織は壊死に陥い

り，核の多くは濃縮し，或は崩壊消失し‘ている。とのよ

うな病巣中に多数の虫卵が混入している。附近の正常な

脳組織も組造化し，網状を呈し所謂浮腫状となる所があ

る。

病巣の細胞752潤は，まだ一般に著明てない。併し多数

の虫卵の中には，既に浸潤細胞によって包｜制されている

ものもある。とれらの細胞は主として多型核白血球で，

その他淋巴球，単核球，少数の組織球性細胞も加わる

が，好酸球は稀てある。細胞浸潤は必ずしも虫卵のまわ

りだけでなく ，亦血球の集同内及び壊死巣内にも見られ

る。 附近の小血竹は多少充血し，可成り顕司汗な血管周囲

性細胞浸j問を示すものがある。尚グリア刺l胞のt骨生は殆

んどみられない。

側脳室に変化を示すものでは，脳実質のとれらの病巣

とつらなって室間に多誌の赤血球と線維素血性の反出物

を合み，との中に胴虫卵がある。との脳室巾の虫卵及び

出血中の浸潤細胞も，脳実質中の其れと同じである。

脳室中の狭い部牙ては， 海馬回や脳~質の神経細胞屑

と並行して，虫卵が脳室上皮細胞層？と挟まれ，1列に数

珠状に並ぶ所が屡々見受けられるが，この様な所ても細

胞浸潤は一般に少なく ，脳室上皮細胞にも著変がない。

叉或るものは虫卵が脈絡叢の中に蔽入して，脈絡組織に

よって包囲される様な像を示すととろがある。との辺り

では類円形淡梁性の比較的明瞭に綱同状を呈する核をも
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ち，比較的原形質に富んだ細胞が遊離している。とれは

脈絡膜内皮細胞の脱落したものではないかと思われる。

48時間目

脳実質内の虫卵を含む壊死巣及び出血巣には， 24時間

目より梢々多数の浸潤細胞が出現して，との赤血球の大

集団を限局する様な像を示してくる。虫卵は，比較的と

の出血巣の辺緑に集まり，細胞の中には虫卵を包囲し卵

殻を侵すものがある。

これらの浸潤細胞は，尚多型核白血球が主であるが，

その他核の濃染した円形叉は不整形，時に紡錘形の原形

質に乏しい組織球性細胞も多数に見うけられる。単核

球、淋巴球，形質細胞もあるが，好酸球は極めて少い。

叉との附近には，グリア細胞が多少増殖しているとζ ろ

がある。脳組織内にある赤血球は多少槌色融解して認め

られるものが多い。

脳室腔内における変化も，脳実質内の病巣に見られた

変化とほぼ同様の所見を示している。

72時間目

脳実質中の出血，壊死等による病巣は，著しく出現し

た浸潤細胞によって完全に包囲せられ，赤血球の大集団

をとりかとむ比較的境界鋭利な浸潤細胞層を形成する。

叉多数の虫卵がとの層に集まって，とれらはこの層に附

着するか叉はこの中に最入した様な形て見出だされる。

とれらの虫卵は特に著しく浸潤細胞に固まれるものと，

叉全然細胞反応を示さないものとがある。

Cの浸潤細胞層及びとの部分にある虫卵を囲む細胞の

大部昇は，上記の濃染した核を有する組織球性細胞であ

る。その他小数の多型核白血球，単核球，淋巴球等が認

められるが，好酸球は極めて稀である。グリア細胞の増

殖は著明ではない。附近の脳実質の小血管は充血し，可

成り著明な血管壁周囲の細胞浸潤が認められる。

との例ては，脳室腔内には既に赤血球はなく，瀞離す

る虫卵にも細胞浸潤は強んど認められないc

5日目

5日目になると，脳内の虫卵は，一般に著しく多数の

浸潤細胞によってかとまれ， 附近の小血管も充盈拡張

し，脳組織の反応像が著しくなる。

水平断面の或る例ては，深部の脳核附近に多数の浸潤

細胞によりとり固まれた虫卵集団と，組織欠損とがみら

れ，同様に両側の側脳室，第8脳室，第4脳室等にも虫

卵が認められる。その他右脳外套の脳実質の所々にも虫

卵集団がある。 ζれは恐らく注射針の通った附近と思わ

れる。
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脳実質内の虫卵集団及び周囲の脳組織に浸潤する多数

の細胞は，主として核の濃染した組織球性細胞で，少数

の淋巴球，形質細胞も混入するが， Cの時期では多型核

白血球は殆んどみられない。赤血球も尚残っているが，

一部は融解し，或るものはエオジンの染色性を失い，空

虚に見える。との部分の神経細胞は殆んど消失してい

る。とれら浸潤細胞層のまわりには，類円形のやや大き

な，淡染性核のグリア細胞が多少増殖している。

間脳と脳夕卜套の接する脳実質問腔の変化では，多数の

虫卵が索状に並列して，組織球性細胞によって固まれ

る。とのような変化は海馬足の内側に迄及び，蜘妹膜下

腔に達している。との辺りの虫卵の或るものには，極め

て多数の浸潤細胞が集族し，叉境界鋭利な結節状を呈す

るものもある。叉全然細胞浸潤を示さないものもある。

との部の軟膜血管及び脳実質血管は，増殖充血し，血管

壁には著しい細胞浸潤を示している。

海馬足の神経細胞層の或部位ては，とれらの虫卵及ぴ

浸潤細胞叢によって圧迫され，一部神経細胞が消失して，

神経細胞層がそζて切断せられた様な像を呈するころが

ある。強拡大ては淡染性の骸小体の明瞭な大円形の神経

細胞の並ぶ海馬回が，との部位ては殆んど消失して組造

な淡染性を示す壊死巣に化している。その両側の神経細

胞は，調慢性無構造の暗紫色に濃染する所謂核濃縮像を

呈している。

脳室中の虫卵は，腔内に遊離するものと，室壁に附着

するものとがある。遊離するものには，細胞反応は左程

著しくないが，附着しているものの中には，かなり顕著

に浸潤細胞により固まれているものがある。やはり同様

の組織球性細胞を主とする間旺葉性細胞で，附近の脈絡

叢血管及び脳質血管は増殖充血している。

9日目

松果体を通る脳の前額断面において，肉眼的に海馬足

に接して粟粒大の結節が認められる。鏡検すると，結節

は脳実質から脳室腔内にわたる増殖性の肉芽組織であ

り，その中に所々虫卵が認められる，との肉芽組織の基

底はー側の脳実質に連なり，その頂点は，脳室腔内の脈

絡組織に連なつ、ている。

との虫卵結節を形成する細胞は，主として濃染性不整

形核の組織球性細胞と，やや淡染性核の線維芽細胞で，

その他に多型核白血球， リンパ球，形質細胞が加わる。

叉上皮様細胞もあり，叉梢々巨大な細胞も認められる。

併し好酸球は極めて稀である。

肉芽組織の梢々中心には，鞘状にのびた小血管が枝状

( 133) 
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に連なり，そのまわりに上記の多数の細胞浸潤があるが，

虫卵は比較的辺縁部に集まっている。この周縁部の所々

には特に著明な細胞の集族があり，一見リンパ鴻胞を思

わせるが， この様なととろでは，核濃縮，核破壊を来

し，其の核は粉末としてみられる細胞も少なくない。

との様な肉芽組織内の虫卵には，種々のものが見られ

る。 2～4細胞に発育したもの，単細胞のままのもの，

著しく変形し腎臓型或は半月型にゆがんで認められた

り，金米糖の如く萎縮しているもの等種々である。叉卵

細胞が種々の程度の変性に陥り染色性を失い，細胞構造

不明瞭となっているもの，叉は著しい細胞浸潤によって

卵細胞が全く消失して卵殻だけが認められるもの等があ

る。

との様な種々の状態にある虫卵周聞及び虫卵内に見ら

れる細胞浸潤の程度は，極めて著明なものから，殆んど

侵されてないものに至る迄，さまざまであるが，一般に

生卵におけるよりも，或る程度の変性卵において，との

細胞浸潤は著明である。

生畑虫卵の卵細胞は，エオジンに淡く染まる微細穎粒

状物を含む細胞質と，円形叉は楕円形て比較的構造がは

っきりした，核小体を含むやや染色性に乏しい細胞核と

がある。このやうな構造は，単細胞のものでも， 2～4 

細胞に発育したものでも，たとえ卵形の如何にかかわら

ず認められるもので，一般にこの様にはっきりとした構

造を示すやうなものでは，卵殻内に反応細胞が侵入して

いるととは梅めて稀である。乙れに反して卵細胞構造が

不明瞭となったもの，すなわち，卵細胞の核構造が不明

瞭となり，核濃縮，核破壊，叉は消失したやうなもの，

叉細胞質の染色性も失われてエオジンに染まり悪くなっ

た様な虫卵には，多少に拘らず細胞が侵入している。時

には非常に多数の細胞が侵入して， Cの変性した卵細胞

に完全にとってかわるものも少なくない。との様な変性

卵の周囲は，強い細胞浸潤を伴なうのが普通である。

との肉芽組織から脳実質への移行部長子ては浸潤細胞は

漸次数を減じて行く。との部位及び附近の脳室上皮細胞

層下ては，淡染性の目立つ核をもっ，グリア細胞の増殖

が見られるが，肉芽組織内におけるグリア細胞の態度に

関しては鑑別が困難なため判然としない。

との虫卵結節附近の脳実質血管，脈絡膜血管，軟膜血

管等は，増殖拡張し，充血も著明て，叉血管壁の細胞浸

潤も著しい。

脳室腔内に遊離する虫卵のまわりにも，多かれ少かれ

同様な間旺葉性細胞の反応が見られる。脳室壁に附着し

〔寄生虫学雑誌、・第 8巻・第 5号

ている虫卵は，とれらの浸潤細胞によって，脳実質内に

圧入された様な形をとっているものがある。との辺りで

は，脳室上皮細胞は一部消失し，上皮組織下に軽度のグ

リア細胞の増加が認められる。

12日目

乙の時期ては，まだ虫卵周囲の肉芽組織の増殖，及び

新生血管の拡張及び充血が極めて著しいが，叉特に変性

卵が崩壊吸収されていく機転をみるととが出来た。

脳実質内の虫卵集団をとりかとむ前記肉芽組織には，

まだ多型核白血球の集団もみられるととがある。好酸球

はやはり極めて少い。これら間旺葉性細胞のまわりに

は，グリア細胞の増殖の著明な場所もあるが，やはり甚

だ貧弱てある。そしてとの附近には新生血管の拡張及び

充血が，尚可成り著しく，鞘状の血管壁には紡錘形の組

織球性細胞が多数に集族している。

脳室腔中の虫卵て，腔内に瀞離している虫卵には，附

近の脈絡叢及び脳実質血管壁から，新しい新生毛細管が

糸状に伸びて虫卵に達している。そしてζの卵は同様の

間旺葉性の細胞によってとりかとまれ可成り多数の毛細

血管や細胞をともなっているととが比較的多いのが此の

時期の特徴てある。

脳室壁に附着している虫卵は，相当顕著な浸潤細胞，

或は肉芽組織によってとりかとまれ，虫卵はとれらによ

って脳実質内に押し込められた様なかたちに見えるもの

が一段と多い。

とれらの肉芽組織内における虫卵！士，乙の時期には相

当特異な像を示す。 2～8細胞に発育しているもの，発

育しないもの，卵殻内に著明に細胞が浸入しているも

の，叉浸入していないもの等種々であるが，とれらの中

に腎臓形或は半月形に変形した卵殻のみとなり，たま染

まりの悪い淡江色或は淡紫色の粗大滴状のものを含んだ

ものとして見出されるものがある。尚との附近には，虫

卵が求心性に著しく縮小して， l/2～1I3となり円い均質性
の卵殻のみが同心性の層を現わし，陶器様光沢のある皿

様のものと化し，中心部には，わずかに淡紅色の滴状物

を含むものとなっている。尚との他に，更により縮小し

て5～10ミクロンの小さな円い光線屈折性の滴状結晶状

物と化しているものがある。との滴状結晶状物は， ζの

時期の連続切片て、，変性虫卵の種々の過程のものを逐一

追究するととによって，虫卵に由来するととが確かめら

れる。とれらの壊死叉は遺残虫卵は，新生肉芽の活動が

著しい浸潤細胞巣よりもむしろ梢々静止した線維化され

つつある組織内に見出だされる。
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側脳室中の虫卵て，海馬足神経細胞層に接した部牙に

おける変化は，前述した脳実質問腔に見られた変化と同

様に，その一部の神経細胞層は消失している。

脳外套の軟膜血管も一般に充血拡張し，脳溝内の小血

管の増殖も著明である。叉脳実質問腔の所々に認められ

る虫卵も，同様の間旺葉性細胞の反応下にある。

45日目

全体として見出される畑虫卵は極めて少い。前額断面

の1例において，右脳実質中に残存する10数個の虫卵を

見出したが，虫卵周聞には既に浸潤細胞も肉芽組織もな

く，殆んど正常な脳組織である。た三乙の虫卵の内外に

は多少同様な組織球性細胞の浸潤がある。虫卵のすべて

は，既に壊死に陥って，卵細胞は染色性のない無構造の

不明瞭頼粒となっている。或は浸潤細胞によってその殆

んどが置換せられ，卵形をした浸潤細胞のかたまりとし

て見出される。叉卵殻だけが光線を屈折して虫卵の名残

をとめている。

との附近には12日自に見られた様な滴状結晶状物もな

く，何らの病的組織像も見出されない。た三遺残してい

る虫卵附近の血管は多少拡張している程度て血管壁の細

胞浸潤も弱い。グリア細胞の増加，好酸球も認められな

し、。

脳室内及び脳実質問腔にも虫卵は認められず，叉脳全

体としての血管反応像も殆んど正常に近い。

総括及び考察

1. 虫卵の移行について

(1）虫卵の見出された範囲

マウスの右眼皆上の一定部位から，右側脳実質中に注

入された虫卵を追って，その生鮮材料から，時間的に主

として圧平標本及びその他の検査方法により検索した。

そして虫卵の発見し得た範囲は，頭蓋腔内ては，注射部

位の右側脳半球の全域のみならず，民球を含む他側脳半

球の全域，更に深部の脳核，間脳，脳幹部，脊髄に至る

迄，汎く虫卵を証明し，更に殆んどすべての例の頭蓋底

の蜘妹膜下腔から，多数の虫卵を証明した。叉頭蓋腔タ卜

ては，特に頚部の咽頭，喉頭，気管軟骨附近の軟組織か

ら多数の虫卵を見出し，更にその他の部位の頚部軟組織

や，上肢筋，胸部筋肉，腹筋部等からも見出された口ま

たあるものは，肺臓や肝臓等の内臓からも認められた。

(2）脳内の虫卵

上記のように圧平標本により脳の各部位から検出され

た虫卵は，脳の連続組織切片標本による所見から，その

殆んどすべてが，脳脊髄／夜腔に移行しているものである
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ことを知った。すなわち，両側の側脳塞及びその他の脳

室系及び上記各処の脳実質〈軟膜〉間腔から多数の虫卵

が認められた。

(3）頭蓋腔内における移行について

頭蓋腔内ては，虫卵は注射局所の脳実質の他，上記の

ように，すべての脳室系，及び脳実質問腔を含む各処の

蜘妹膜下腔，特に頭蓋底の脳底槽には，殆んど常に多数

の虫卵が螺集している。

著者 (l959）は，さきに下腹部膜腔内に注入した虫卵

が，大部分上行して模隔膜下面の腹膜敏襲中に移行する

機転に関し，腹腔液（築液〉の流れと密接に関係すると

報告したが，頭葦腔内における虫卵の移行にも，同様に

リコールの流れと密接な関係があるととが考えられる。

リコールの流れに関して，古くから多くの研究がなさ

れているが，現在最も多くは，脳室の脈絡叢から生成さ

れ，第4脳塞の壁にある孔から出て，大部牙は脳底に沿

って前方に進み脳底槽に達し，更に一部は大脳表面の蜘

妹膜下腔にひろがると考えられている。

切片標本てみると，マウスのうすい脳外套中に，広く

脳室や，脳実質問腔がひろがっているため，注射時には

虫卵は容易に，ζれらのリコール中に穿孔叉は流出する

ことが考えられ， このようにして侵入した虫卵の一部

が，漸次頭蓋底の蜘妹膜下腔に集まってくるのではない

かと考えられる。

(4）頭蓋腔タトへの移行について

頭蓋腔以外て見出だされた虫卵は， 40例中18例におい

て，頚部の咽頭，喉頭及び気管軟骨附近の軟組織中に，

叉11例において，その他の頚部軟組織中に比較的多数の

姻虫卵を認め，その他胸筋部から 5例，腹筋部から 6

例，内臓諸臓器から 2例の虫卵を認めている。との様な

ことから，脳内に注入された虫卵が，何らかの機転によ

って，頭蓋腔タトへも移行し得ることが考えられ，特に頚

部に多く移行しておるととは注目に価する。

ζの頭蓋腔タ卜へ，不動性の虫卵が如何なる経絡を通っ

て移行するか，と云うことが問題てある。虫卵の場合，

一応血行を介する場合と淋巴〈リコール〉を介する場合

の2方向が考えられるが，脳組織は特に毛細血管に富ん

刊実質臓器であるから，注射時の損傷部からの血管内侵

入も充分考慮せねばならぬ。叉その他の何らかの機転に

よる血行路も考えられるが，虫卵の見出だされた牙布，

特に頚部に多い事，更に頭蓋底の蜘妹膜下腔に多数の虫

卵が集まっているととなどよりして，マウスの場合，淋

巴（リコール〉の排出路と何らかの関連があるのではな
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いかと思えるのである。

淋巴〈リコール〉の排出路に関し，解剖学者 Key,

Retzius (1875）以来多の研究者により，人叉はその他の

動物について種々報告せられているが，著者は姻虫卵の

移行の問題を，炭末及び鍍銀畑虫卵を用いて，マウスに

ついて更に実験を追加し，これらが頚動静脈タト周の影粗

組織及び民粘膜に集まってくることを見た。とれらの詳

細は後報に報告して批判を得／とく思っている。

2. 虫卵の発育について

豚，犬，馬各種畑虫単細胞期卵のマウスの脳内におけ

る発育は，腹腔内における発育と同様であった。すなわ

ち，豚畑虫及び犬姻虫単細胞期卵は，いずれも初期桑実

期迄の発育を示し，馬姻虫単細胞期卵のみが 2～50%の

割合において運動仔虫期卵を完成した。との運動仔虫期

卵も，尚多少の成熟を思わせるような形態的変化を遂げ

得たが，脳内て牌化し，自ら脱殻し得たものはみられな

かった。

3. 虫卵の運命について

(1）生鮮材料からの観察

第 l報？とおいてマウスの腹腔内に注入した姻虫卵は，

間もなく生体の旺盛な反応機転によって被包せられ，虫

卵結i却を形成する。とれを著者は臓器に固着した増殖性

の小正状白斑と，遊離した嚢腫型の繭様虫卵結節とに分

類した。そこでおもにとの結節内に見られる虫卵の形態

について 6期のものを好け， ζれらについて結局は，変

性，崩壊して遂に吸収されると云う虫卵の運命について

論じたが，脳内における虫卵も，大体とれと同様の経過

をとるものと考へられる。

脳の生鮮材料では，腹腔内に見られた様な顕著な虫卵

結節を認めるととが出来なかったが， 7～8日の虫卵

（集団〉のまわりには，庄平標本て暗灰色不透明の反応

物を認め，この中の虫卵像には，種々の発育過程にある

ものの他に，種々の程度の変性卵像が認められ，尚附近

？こは比較的著明な毛細血管の増殖がみられた。叉12日目

のものの頭蓋底の蜘昧膜下腔には，粟粒大の虫卵結節を

認めている。 12～15日と経過するにつれ，脳内の変性卵

像札周囲反応像もやや著明になり，との頃ては器質化

の機転が極めて顕著であるように思われた。

との圧平標本からみた組織内虫卵の変性形態は，同様

に卵細胞の穎粒化，胞形成， 透明化，変形，萎縮，転

位，崩壊等に牙類して表現し得るo

(2）組織学的所見からの観察

連続組織切片標本により時間的に観察すると，注入さ
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れた豚岨虫単細胞卵が，脳内て発育する一方，変性し，

崩壊，吸収されていく過程を詳細に追究するζ とが出来

る。

そ乙て実際に組織内に現われる虫卵の形態について，

著者は虫卵の所見を，その概観から次の 4期に分けて観

察した。

(1）単細胞期

(2）好裂期

(3）変性崩壊期

c 4）卵殻期
虫卵は必ずしも以上の如き経過をとるものではなく，

変性崩壊期へは単細胞期からも牙裂期からも移行し得

る。

24～72時間目の聞は，との (1) (2）期のものが大

部分て c3）期のものを見るととは稀であるが， 5～ 9 
日と経過するにつれて，急激にとの（ 3）期のものが増

加してくる，叉これらの虫卵に集銭する細胞反応も非常

に著明なものが現われる。

との生理的発育段階にある生卵と，種々の過程の変性

卵とを組織学的に明快に区別した報告は見ないが，著者

はやはり一般の生活細胞と同様，姻虫卵ても卵細胞の核

と細胞質の変化にあるのではないかと思うのである。事

実卵細胞の核構造が不明瞭となり，核濃縮，破壊叉は消

失したやうなもの，及び細胞質の染色性が変調してエオ

ジンに染まり難くなり，不明瞭となった様な虫卵には，

多少に拘らず卵殻内には細胞が浸入しているO とれに反

し，卵細胞構造のはっきりした虫卵には，如何に変形し

たものでも，叉たとへ周囲細胞浸潤の著しい虫卵ても，

卵殻内に侵入した細胞を見るととは極めて少い。又一般

に変性卵の周囲細胞浸潤層は生卵の場合に比して著明で

ある。

との変性崩壊期にある虫卵像には，多種多様のものが

みられる，或るものは，卵殻内に多数の細胞が侵入して

変性した卵細胞に完全にとってかわり，卵殻内に遊離し

た浸潤細胞核となる。叉との細胞核が一極の周囲浸潤細

胞層と速なり，時には卵は，これらの浸潤細胞にて完全

に埋められ，た三卵殻だけが光線を屈折して認められる

とともある。

卵殻期の虫卵は 12日自の所見にみられる。多くの場

合，肉芽組織の活動が硝々静止した線維化されつつある

組織内に，著しく圧縮されて腎臓型叉は半月型に変形し

た卵殻期のものが，た三不明瞭，淡紅色の染まりの悪い

滴状粒子を含んて認められ，叉屡々円型叉は楕円形の卵
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殻が，求心性に著しく縮小してI/2～I /3大の向い均質性の

ものとなり，尚との附近にはζれが更に縮小して小さな

円い滴状結晶状物となったものが多数に認められる。 ζ

のやうな滴状結晶状物に至る迄の種々の変性過程の虫卵

を逐一追究して，その聞に殆んど完全な移行像が認めら

れることより， Cのものは虫卵が消失する最終過程のも

のと考えられる（PlateI, a～l，参照）。

4. 脳の組織病変について

上記の様に，マワスの脳に濃厚な姻虫卵浮遊液を注入

して惹起される脳組織の病変を，時間的に連続組織標本

によって観察する場合， ζの反応像を，大体次の 3つの

場合に牙けて観察するととが出来る。

c 1）姻虫卵浮遊液を注入する時の機械的タト力による
脳組織の破壊欠損及び出血，叉とのためにおこる，脳組

織の二次的な反応。

(2う一定容量の畑虫卵浮遊液を注入する際の物理的

圧力による脳組織の受身の変化。

c 3）脳組織内に多数に存在する，畑虫卵に対する組
織反応。

すなわち，脳実質内に姻虫卵浮遊液を注入する際の出

血，破壊及び圧力等によって，その部の脳組織は壊死に

陥いり，との出血巣，壊死巣をめぐって当然組織反応が

おとる。叉乙の際注入された虫卵に対しても間もなく反

応細胞が集まる，したがって，注入初期の病理組織像に

は，とれらの反応像が混然として見られるが，時間の推

移と共に，虫卵（集団〉には多数の細胞が集まり，とれ

ら病巣は次第に増殖した顕著な細胞浸潤巣によって全く

覆われるに致る。

桜林（1955）は，日本住血吸虫卵によるウサギの諸臓

器にみられた組織病変を遠出型，増殖型，澗慢性細胞浸

潤巣D基本型に卦け，とれにその混合型と陳旧（七〈線維

化〉したものを含めて 5型に分類し，詳細に観察して記

載しているが，著者の得た上記の種々多様の病理組織像

ても，大体同様に，増殖型と法出型の 2つの基本型があ

り，更にその移行型，混合型，線維化したものを合めて

5型の基本型に分類して表現出来ると思われるので，こ

れに倣って次の如く表現してみた。

I型：遠出型ー一主として白血球の浸潤崩壊を主変化と
するもの。

E型：増殖型主として組織球性細胞が増殖し，限局

性結節を形成するもの。

E型：上記2型の混合型と見倣すべきもの。

百型：瀬慢性細胞浸潤巣て，限局性傾向の殆んどみら

( 137) 
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れないもの；増殖型への移行型とも見散すべきもので，

叉殆んど無反応のものもある。

Vt型：線維化の著しいもの

等である。

I型は，主に脳の破壊病巣に著明な白血球浸潤を伴う

もので，極めて早期のものにみられる， 白血球の種類

は，中性多型核白血球が大部分をしめ，多少の浮腫をと

もなう。その他淋巴球，単核球等を含むが好酸球は極め

て稀である。時間の経過と共に，との病巣には，濃染性

の円型叉は不整担核を有する組織球性細胞が多数に現わ

れ，との病巣を限局する様な形を示してくるが，尚白血

球の浸潤崩壊も著明である。これらは，すなわち， E型
の混合型に相当する。

E型は，虫卵〈集団〉周囲に主にζの組織球性細胞及

び線維芽細胞等が，顕著に増殖して，次第に肉芽組織を

形成し，限界明確な結節を形成する。上記の 5日目， 9 

日目， 12日目等にみられる著明な組織病変てある。とのー

病巣内の虫卵が次第に変性し，崩壊，吸収されていく過

程については既に述べた。尚との時期の虫卵ては，或る

ものはその周辺に限局性を示さない。漏慢性細胞浸潤巣

を形成しているところも屡々あり，叉全然無反応に近い

虫卵も存在する。すなわち百型に属するものてE型との

間の移行型，叉は初期像とも考えられるものである。

V型は上記病変の線維化した状態て，肉芽組織の活動

第 4表 豚虫回虫生卵液詮入による脳の組織病変

病変
時 反応の主体

組の織基本病型変
的閉過経 をなすと巣思われる病

第 ｜破壊病巣 I型
出血巣 III型

脳組織壊死巣 IV型
期 及び虫卵

第

II 虫卵体（集団）
が主

期

第

III ＼虫卵

期

II孟2

III孟2

lV型

V型

主として現わ
れる細胞

多型核白血球

淋巴球，単核球

脈絡膜内皮細胞

組織球性細胞

グリヤ細胞

組織球性細胞

線維芽細胞，淋巴球

単核球，形質細胞

多型核白血球，類上
皮細胞

グリヤ細胞

線維細胞

組織球性細胞

淋巴球

形質細胞
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は次第に静止し，細胞数を減じ，通常の癒痕化の過程を

とるものと考えられる。虫卵の状態は，崩壊期，卵殻期

となったものが多く，この期の虫卵については上記した

如くである。

この様な各型の組織病変を，著者は時間的経過を追っ

て観察したのであるから，著者が得た成績では，出現す

る各型の時間的推移が割合にはっきりとしている。そと

てその主な組織病変を第4表の如く著者は 8期に好けて

表示してみた。

この様な経過をとって，脳内の虫卵（集団〉は主とし

てE型（増殖型〉の組織反応により，結局は処理される

が，これに与かるものは組織球性細胞を主とする間伍葉

系の細胞であり，一般にグリア細胞の反応は著明ではな

し、。

第E期ては，増殖した肉芽組織により虫卵結節を形成

するが，との結節附近の脳実質血管，脈絡膜血管，軟膜

血管等は充血，拡張し叉増殖も著明てあり，血管周囲の

細胞浸潤も極めて著しい。

脳室腔内に滞離する虫卵に，脈絡叢や脳実質から細い

糸様の毛細血管が上記の主として組織球性細胞を伴って

伸びており，遂に虫卵を預敗に致らしめるがこの様な像

から，著者はζの種細胞は，血管叉は血管壁附近から由

来したものではないかと思うのである。細川（1957)ら

は肺吸虫成虫及び虫卵による脳内組織病変に現われる細

胞は主としてプラスマ様細胞であるとしている。

Cの様な病巣，及びその附近の神経細胞は普通崩壊消

失し，これは特に海馬足神経細胞層に接した部分におい

て著明に現われる。すなわち，ことに接した脳室内或は

脳実質問腔に虫卵が集族したものでは， Cの部において

神経細胞層の一部が消失し，切断された様な像を示して

いる。

従来寄生虫卵による組織病変の一つの特徴とせられた

好酸球や巨細胞の出現は，著者の成績では極めて稀なも

のであった。

むすび

マウスの右眼皆上の一定部位から，脳内に豚，犬，馬

等各種姻虫単細胞期生卵を注入して，生鮮材料から，こ

れら虫卵の態度並びに運命について検索すると共に，豚

刺虫卵注入例について，時間的に述続組織切片標本を作

製し，虫卵による脳の組織病理学的検討を行った。

c 1）虫卵の移行について：頭蓋腔内ては，虫卵は脳
実質から，脳室腔及び髄膜腔のリコール系に移行し，多

数のものが頭蓋底の蜘妹膜下腔に集まっている。又頭蓋

タトては，頚部殊に咽頭，喉頭，気管軟骨附近の軟組織中

に多く認められ，その他の頚部軟組織，胸筋部，腹筋部，

及び肺臓，肝臓等の諸臓器にも虫卵が認められた。

(2）虫卵の発育について：脳内ても，豚及び犬畑虫

単細胞期卵は初期桑実期迄，馬姻虫卵のみが運動仔虫期

に迄発育した。

(3）虫卵の運命について：投与された各種畑虫単細

胞期卵は，脳内て一応上記の発育を示すが，とれらは早

晩被包せられ，多くは虫卵結節を形成し，結局は変性崩

壊して吸収される。乙れらの過程について，庄平標本と

組織標木との所見を併せ観察し，特に崩壊，吸収される

過程の卵殻期のものについて，くわしくその所見を記載

した。

(4）脳の組織病変について：虫卵液注入による脳の

組織病変の反応の主体をなすものには，破壊病巣と虫卵

（集団〉による病変がある。そこに現われる種々の病変

色増殖型と法出型の基本型に分け，その移行型，混合

型及び陳旧化したものがこれに附｜泊している。とれらを

合わせて 5型に分類した。叉とれら病変は，時間的経過

を追って変化するが，その病像を，上記の基本型と，主

として出現する細胞とから， 3期を区別し，とれらにつ

いて若干の考察をした。虫卵による脳の病変は，主とし

て間匪葉性細胞の増殖によるもので，グリア細胞の関与

は著明てない。

終りに臨み，御指導，御校聞をたまわった思師森下薫

教授には申すまでもなし病理所見に関し，終始御教示

御鞭撞をいたどいた本研究部の荘保忠三郎博士，並びに

御助言をいたどいた本学宮地徹教授に衷心感謝の意を捧

げる．叉種々御懇篤なる御助言をいたどいた伏見純一博

士に謝意を表する．
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Summary 

In the previous paper t.he author reported the 

n:sult of the ob:>ervation on the behaviour and the 

fate of various ascarid eggs inoculated ioto peritoneal 

cavity of mice. The present paper deals with the 

五ndingsabout the eggs inoculated into the brain of 

HllCe. 

The eggs of monocel lular stage of swine, canine 

and equine ascarid worms were used in this experi-

rnent, being inoculated into the the right hemisphere 

of the brain by way of direct intracerE bra! injection. 

The animals were sacrifiecl at various intervals after 

egg inoculation, and the brain and other tissues were 

examined both in fresh condition pressed with glass 

and in sections. The五nclingsthus obtained are as 

follows. 

1) Migration of eggs : Within the cranial cavity, 

the eggs are carried from the brain parenchyma into 

the liquor system in the ventricles and the meningeal 

room, and a considerable number of them are found 

accumulating in the subarachnoinal room at the base 

of cavity. Some eggs are also found in the tissues 

outside of the cranial cavity, namely in the loose 

tissues around the neck, especially of pharynx, larynx 

and bronchus. Furthermore, there are some eggs 

reaching far the loose tissues of thoracic and abdo-

minal muscles, or lung and liver. 

2) Development of the eggs: In the brain, the 

eggs of swine and canine ascaricl worms showed 

development from the monocellular stage to the early 

morula, while those of equine ascaricl worm can 

reach embryonated mature stage. 

3) Fate of the eggs: The eggs in theしrainare 

destined to be packed by the granulating ti;;sues of 

mesenchymal origin, and五nally to be disintegrated 

and absorbed. Careful observations were made regard-

ing this process, as shown in the Table I. 

4) Histopatbological changes : They can be dif-

ferentiated into two categories; the pathological 

changes clue to the mechanical damages following 

the injection of eggs and the changes cause~！ by eggs 

themselves. Histologically, however, they can be 

divided into五vefundamental types; 1) in五ltrative,

2) productive, 3) transitional, 4) combined, and 5) 

sclerotic in characters. Whole course of pathological 

processes in my cases are divided into three stages, 

each involving two or three types with various in-

tensities respectively. 
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写真説明

（特に記載のない場合は豚姻虫卵で、ある）

plate I. 

1. 気管軟骨附近に移行した姻虫卵， 8日目矢印は

変性卵，圧平標本

2. 脳内で初期桑実期に迄発育した姻虫卵，22日

目，圧平標本

3. 脳内で仔虫包蔵卵を完成した馬姻虫卵， 6日

目，庄平標本

a～l 脳内で変性，崩壊，吸収されていく豚姻

虫卵の種々形（態倍率は大体等しい）

a～b 分裂期生卵

c~i 変性崩壊期卵

j～l 卵殻期卵（PlateIII.の 18,19像参照）

plate II. 

4. 1 24時間目，脳実質内病巣中の姻虫卵

5. J浸潤細胞は主として多形核白血球

6. 脳室腔内に於ける虫卵（48時間目）

7. 脳より肺組織中に移行した姻虫卵（48時間目）

8. 浸潤細胞により包囲限局された病巣（72時間

目）虫卵は周辺部に集まる

9. 脳実質中及び脳実質問睦に於ける虫卵，虫卵周

固にi弼漫性細胞浸潤巣がある （5日目）矢印は脳

実質問腔

10. 1脳室陸中に於ける虫卵（5日目）脳室壁に附着

11, Jする虫卵は脳実質中に圧入された様な形をと

るものが多い0

12. 脳実質問睦に移行した虫卵により，海馬足神

経細胞層は一部消失し，そこで切断された様な

像を示す，矢印は消失した神経細胞層（ 9日目）

plate III. 

13. 虫卵結節， との基底は脳実質に連なり，その

頂点は脈絡組織に連なる（9日目）

14. 虫卵結節（12日目）

15. 間匹葉系細胞浸潤層下のグリア細胞の増殖を

示す（12日目）

16. 脳室腔内の虫卵を処理する， 毛細血管網と組

織球性細胞（12日目）

17. 16像の脳室壁に附着する虫卵（12日目）

18. 1卵殻期の虫卵（12日目）求心性に縮小し，逐に

19. J吸収される過程を示す，矢印は生姻虫卵，右

上は充血，拡張した小血管

20. 1 45日目，壊苑又は遺残虫卵イ象，血管周囲には

21. J梢瓦細胞浸潤がある
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